
 

 

前日車にガソリンを入れて準備し朝８時過ぎには出掛けたのだが、自衛隊駐屯地

に向かうバイパス脇の旧道に入った途端に渋滞となり、車はなかなか進まない。

正門から先はさらに大渋滞で、広大な駐屯地の一番奥の駐車場から長いこと歩い

て来賓の挨拶が始まった頃式典会場に着いた。自衛隊関係者の挨拶は当然として

もその後の国会議員の挨拶が長く、連続５人程のスピーチには私も飽き飽きした

し、何より強い日差しの中制服を着て整列している若い隊員がいかにも気の毒だ

った。 

あまり変わり映えのしないスピーチがやっと終わり、戦車や重火器のデモンスト

レーションに続き、レンジャー部隊の訓練、音楽隊の演奏会などが各所で行われ

退屈することはなかった。 

昼近くになって出店が多く並び、大勢の市民がその前に並んでいた。迷彩服を着

こんだ若い男女の隊員が、焼きそばなどをほおばりながら家族や友人達と土手や

設置されたイスに座って楽しそうに話し込んでいる。入隊間もないのだろうか制

服姿はりりしく見えるが日焼けした顔にまだあどけなさが残る隊員が親兄弟と思

われる人々とにこやかに語らっている。その脇を数人の隊員カップルが楽しそう

にかき氷を食べながら通り過ぎていった。そんな中、若い父親とおぼしき隊員が

生まれてまだ間もないと思われる赤ちゃんを抱っこしながら、やはり若い母親ら

しき女性と一緒に歩いている様子は、なんとも微笑ましい風景であった。そんな

中にあっても厳しい訓練によるものだろう引き締まった体格と日焼けした隊員の

顔に、国を守るという気概とある種のプライドのようなものを感じたのは私だけ

ではあるまい。 
 

私は団塊の世代よりやや下の世代に属し、高校－大学は日本中に吹き荒れた学生

運動の真っただ中で過ごした。私の通っていた高校のすぐ近くには東北大学の教

養部があり、学内は日常的にロックアウト（閉鎖）され構内には多くの立て看板

とヘルメットを被った学生が、握りしめたマイクから半ば何を言っているか聞き

取りにくい程の大音響による演説が朝から晩まで続いていた。 
(裏面へ) 
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『自衛隊』 
院長メモ 

６月の良く晴れた日曜日、滝沢市郊外に

ある陸上自衛隊岩手駐屯地創立６６周年

記念行事とやらに出掛けてみた。当院の

スタッフ家族に隊員がいることもあった

が、何より私が以前より行ってみたいと

思っていたからである。 
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彼らの主張の一部は当初「安保反対」だったりしたが、当時の自衛隊の存在は若

い世代からはいわゆる体制側の組織としてやや批判的な目で見られることが多か

ったように思う。その後、当時の学生運動の多くは活動そのものが大きく変質し

ていったことは歴史が示している。そんな世相の中で当時の私は積極的に学生運

動に参加したわけでもなく、政治にもほとんど無関心であった。 
 

今回私がたまたま岩手駐屯地の若い自衛隊員に接した機会は全く短時間ではあっ

たが思いがけなく考えさせられることが多かった。漠然とであるが「私達の時代

は確かに終わったんだな」ということである。当然のことながら私自身は年を取

り、体力の低下も自覚するになった。一方で今回会った若い自衛隊の諸君は仕事

とはいえ有事に備えて日夜厳しい訓練を繰り返している。現在の私や私の家族、

私の住む地域そして国家は彼らに守られることで、安定した日常を得ることが出

来ている。災害を含む有事の際に私は何一つ彼らの助けとなってやることは出来

ないだろう。つまるところ自衛隊のみならず、消防にしろ警察にしろ、そしてこ

れからの医療を含め我々の世代にはこれからの若い世代に頼るしかないのであ

る。そうであれば我々世代は潔く次の世代の為に協力すべきであり、自分達の過

去のキャリアを笠に着て上から目線で彼ら若い世代に物申すことは極力慎むべき

であると考えるに至った。取りあえず、私は数年内に医師会の役職は降りて本来

の自分に与えられた職務に専念することとしよう。購買部で買った自衛隊の帽子

を被りながら帰途についた。帰りの道もやはり渋滞がひどく、家に着くのに１時

間以上かかったが車の中でぼんやりとそんな事を考えた。 
 

帰宅後我が家の大隊長である家内にこの想いを伝えたいと思ったが、「その歳にな

ってやっとそんなことわかったの？」と言われそうなのでやめた。 
 

※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 

 

20２３年７月 
日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

② ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

⑨ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

⑯ ⑰ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

23 ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

㉚ ３１  

 

○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

 

７月２３日（日）

診療受付時間 9:00～12:30（午前のみ） 

 


